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Ｐ２０８ □代表値と散らばり 

ひろげよう  「ひろげようを読んでください。」 

              「どちらの選手が出場すべきと考えますか？」（・・・・。） 
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・良い記録を出した方はＢ選手 

               ・よく出ている記録はＡ選手は５５．５以上５６未満 
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                                  Ｂ選手は５６．０以上５６．５未満 

                                 このことから判断するとＡ 

 □平均値 

 

     資料全体の特徴を表す数値として平均値がよく使われます。 

 

 

 

 

     ・Ａ選手の記録の平均値は  ５５．８４９秒 

 

     ・Ｂ選手の記録の平均値は  ５５．８８４ 

 

      このことから判断するとＡ選手 

 

    資料の値全体を一つの値で代表させ、それをもとに判断することがあります。 

    このとき、このような資料全体を代表する値を代表値と言います。 

 

    平均値はよく使う一つの代表値です。 

 

□中央値 

 

     資料の値を大きさの順に並べたとき、その中央の値を中央値またはメジアン 

     といいます。 

 

     資料の個数が奇数の時は、真ん中の値がすぐわかります。 

     資料の個数が偶数の時は、中央に並ぶ２つの値の平均を求めて中央値とします。 

 

     ２０個だと１０番目と１１番目の値の平均です。 

 

     Ａ選手の中央値は 

 

 

 

     Ｂ選手の中央値は   

 

 

      このことから判断するとＡ選手 

 

 

平均値＝
資料の個々の値の合計

資料の個数

５５．８１＋５５．９３

２
＝５５．８７

５６．２２＋５６．２２

２
＝５６．２２
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 問３  「問３を読んでください。」 

 

         ７．０  ７．０  ７．１  ７．２  ７．３  ７．４  ７．４   

 

     ７．５  ７．７  ７．８  ７．９  ８．１  ８．１  ８．２ 

          中央値 

      ８．３ 

 

           平均７．６ 


